Reasons for the Unpopularity of the Seven-word Pai Lu 七言排律 ... Viewed in the Function of Antithesis ... by 松浦 友久
「
七
言
排
律
」
不
行
の
原
因
對
偶
表
現
の
本
質
か
ら
松
浦
友
久
序「對
偶
表
現
の
本
質
」
（
再
確
）
「
五
言
排
律
」
行
と
の
比
較
に
お
い
て
「
七
言
古
體
詩
」
行
と
の
比
較
に
お
い
て
結
語
序
	代
ま
で
に
完

し
た
中
國
古
典
詩
の
十
一
種
の
詩
型
（
１
）の
う
ち
、
「
六
言
句
」
と
「
七
言
排
律
」
の
二
つ
だ
け
は
、
自
立
し
た
詩
型
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
自
體
が
問
題
と
な
る
ほ
ど
に
、
作
例
も
少
な
く
、
文
學
史
影
力
も
乏
し
い
。
こ
の
う
ち
、
「
六
言
句
」
が
行
し
な
か
っ
た
因
は
、
「
句
末
休
」
（
リ
ズ
ム
眞
空
）
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
が
活
性
し
な
い
、
と
い
う
點
に
在
る
こ
と
は
、
す
で
に
ほ
ぼ
公
さ
れ
た
客

な
事
實
で
あ
る
と
言
（
２
）え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
ま
た
、
「
七
言
排
律
」
不
行
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
筆
は
か
つ
て
、
「
七
言
律
詩
」
の
詩
型
・
樣
式
な
完
璧
性
に
そ
の
因
を
求
め
た
小
論
を
發
表
し
て
い
る
（
３
）。
そ
の
立
論
の
筋
は
基
本
に
正
當
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
は
、
さ
ら
に
、
「
對
偶
表
現
の
本
質
」
と
い
う
點
か
ら
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
明
に
解
決
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
「
對
偶
論
」
の
一

と
し
て
こ
の
懸
案
に
對
處
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
國
古
典
詩
に
お
け
る
「
對
偶
性
」
の
極
限
が
、
一
方
で
は
「
七
律
」
と
い
う
完
璧
な
對
偶
詩
型
を
生
み
出
し
つ
つ
、
ま
た
一
方
で
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
七
排
」
と
い
う
剩
な
對
偶
詩
型
を
淘
汰
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
事
實
關
係
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
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對
偶
表
現
の
本
質
（
再
確
）
對
偶
表
現
の
本
質
は
、
「
新
し
い
も
の
の
生
・
出
」
で
も
な
け
れ
ば
、
「
題
の
反
復
に
よ
る
得
・

效
果
」
で
も
な
い
（
４
）。
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
、
「
本
質
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
現
象
」
の
相
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
對
偶
表
現
の
本
質
と
は
、「
表
現
Ａ
」
對
「
表
現
Ｂ
」
が
同 、
位 、
・
同 、
格 、
の
形
で
對
比
	・
整
合
	に
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
範
圍
が
Ａ
と
Ｂ
の
共 、
有 、
部 、
分 、
の
み
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
表
現
が
自
己
完
結
す
る
「
表
現
と
し
て
の
自
己
完
結
機
能
」
、
換
言
す
れ
ば
「
文
意
明
確

の
機
能
」
に
他
な
ら
な
い
。
一
般
に
、
對
偶
表
現
が
「
新
し
い
も
の
の
出
」
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
「
自
己
完
結
機
能
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
潛 、
在 、
し
て
い
た
も
の
が
顯 、
在 、

さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、「
題
が
得
・

」
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、
こ
の
「
自
己
完
結
機
能
」
に
よ
っ
て
文
意
が
明
確

し
、
讀
を
よ
り
力
に
得
す
る
か
ら
で
あ
る
。
對
偶
表
現
の
本
質
を
こ
の
よ
う
に
定
・
論
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
な
ぜ
、
中
國
詩
文
、
と
り
わ
け
文
語
系
の
古
典
詩
文
に
お
い
て
對
句
が
多
用
さ
れ
る
の
か
」、「
な
ぜ
、
對
句
體
の
四
六
駢
文
で
は
、
典
故
を
多
用
し
な
が
ら
文
意
が
意
外
に
分
か
り
や
す
い
の
か
」
、
と
い
っ
た
一
の
興
味
深
い
論
點
が
、
客

	に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
６
）。
こ
う
し
た
事
實
は
、
同
時
に
、
對
偶
表
現
の
本
質
を
こ
の
よ
う
に
定
す
る
こ
と
の
正
當
性
を
保
證
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
私
見
で
は
、
本
稿
の
標
題
「
七
言
排
律
の
不
行
」
も
、
實
は
、
上
記
の
定
の
正
當
性
を
保
證
す
る
興
味
深
い
事
實
の
一
つ
、
と
し
て
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
稿
標
題
の
懸
案
は
、
①
「
七
排
」
と
同
質
の
詩
型
と
い
う
べ
き
「
七
言
律
詩
」
が
世
以
後
の
中
國
で
最
も
行
し
た
詩
型
で
あ
る
こ
と
や
、
②
文
語
系
古
典
詩
文
に
お
け
る
對
句
へ
の
愛
好
・
耽
溺
、
と
い
う
事
實
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
と
り
わ
け
無
し
が
た
い
重
性
を
帶
び
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
立
論
の
筋
を
よ
り
明
確
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
「
相 、
補 、
	
、
詩
型
と
し
て
の
・
五
言
排
律
・
と
の
同
」
、
お
よ
び
「

、
似 、
	
、
詩
型
と
し
て
の
・
七
言
古
體
詩
・
と
の
同
」
、
と
い
う
二
つ
の
論
點
に
し
て
考
察
を
め
た
い
。
「
五
言
排
律
」
行
と
の
比
較
に
お
い
て
知
の
よ
う
に
、
「
排
律
」
（
長
律
）
と
は
「
律
詩
」
の
對
句
部
分
を
擴
大
・
充
實
し
た
詩
型
で
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
頭
の
二
句
（
一
聯
）
と
末
尾
の
二
句
（
一
聯
）
が
散
句
sa ・n
j ・
で
あ
る
以
外
は
、
す
べ
て
對
句
に
よ
っ
て

さ
れ
、「
一
韻
到
底
」「
體
仄
」
と
い
う
體
詩
と
し
て
の
性
格
が
嚴
守
さ
れ
て
い
る
。
「
七
言
排
律
」
不
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原
因
―
對
偶
表
現
の
本
質
か
ら
―
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こ
の
た
め
「
排
律
」
は
、
質
に
は
「
律
詩
」
と
同 、
質 、
の
、
た
ん
な
る
量
擴
大
詩
型
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
、
現
に
、
「
對
偶
性
・
整
合
性
・
自
己
完
結
性
」
と
い
う
詩
型
と
し
て
の
表
現
機
能
（
韻
律
個
性
）
は
、
ほ
と
ん
ど
「
律
詩
」
と
同
一
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
關
わ
ら
ず
、
「
七
言
律
詩
」
は
極
度
に
愛
好
さ
れ
な
が
ら
「
七
言
排
律
」
は
極
度
に
冷
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
實
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
し
か
も
、
ほ
ぼ
同
じ
關
係
に
あ
る
は
ず
の
「
五
言
律
詩
」
と
「
五
言
排
律
」
の
關
係
に
あ
っ
て
は
、「
五
律
」
が
「
七
律
」
と
竝
ぶ
最
重
詩
型
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
「
五
排
」
は
科
の
「
詩
帖
詩
」
の
最
重
詩
型
と
し
て
「
五
律
」
以
上
に
重
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
詩
帖
詩
な
ら
ぬ
一
般
の
五
排
に
も
、
例
え
ば
、
對
句
を
必
ず
し
も
得
意
と
し
な
い
李
白
に
さ
え
「
塞
下
曲
、
其
四
」「
夜
江
行
、
寄
崔
員
外
宗
之
」「
儲
	之
武
昌
」
な
ど
の
よ
う
な
名
作
が
あ
る
こ
と
に
明
ら
か
な
ご
と
く
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
數
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
七
律
」
が

愛
さ
れ
な
が
ら
「
七
排
」
が
な
ぜ
否
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
の
懸
案
は
、
一
方
の
「
五
排
」
は
「
五
律
」
と
と
も
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
非 、
竝
行
な
事
實
に
し
て
考
え
る
の
が
、
第
一
の
有
效
な
方
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
五
排
」
と
「
七
排
」
の
差
は
、
む
ろ
ん
、
そ
の
各
句
が
「
五
言
」
か
「
七
言
」
か
、
と
い
う
明
白
な
字
數
の
差
に
あ
る
。
で
は
、
五
言
句
と
七
言
句
の
本
質
な
差
は
何
處
に
在
る
の
か
。
そ
れ
は
、
一
の
詩
リ
ズ
ム
論
を （６
）
じ
て
疑
問
の
餘
地
な
く
明
ら
か
な
ご
と
く
、
と
い
う
よ
う
に
、
「
五
言
句
＝
三 、
拍
」
對
「
七
言
句
＝
四 、
拍
」
（
そ
れ
ぞ
れ
句
末
に
一
ぶ
ん
の
休
〔
×
印
〕
を
も
つ
）
の
、
「
奇
數
拍
」
對
「
偶
數
拍
」
の
對
比
性
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
五
律
」
や
「
五
排
」
と
い
う
詩
型
は
、「
①
對
偶
性
↓
②
整
合
性
↓③
自
己
完
結
性
」
と
い
う
律
詩
自
體
の
表
現
機
能
を
確
實
に
え
な
が
ら
も
、
そ
の
韻
律
根
幹
を
な
す
「
拍
リ
ズ
ム
」
が
「
一
句
三
拍
」
と
い
う
奇 、
數 、
性 、
を
基
本
と
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
第
一
の
表
現
機
能
た
る
「
對
偶
性
」
自
體
が
相 、
對 、

、
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
對
偶 、
」
と
は
、
文
字
り
、「
偶 、
數 、
性
の
對
比
」
を
根 、
本 、
と
す
る
表
現
手
法
で
あ
り
、
「
奇 、
數 、
性
」
の
對
比
に
よ
る
新
鮮
さ
や
流
動
中
國
詩
文
論
叢
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春
眠
１
拍）不
覺
２
拍）曉
×
３
拍）
（
孟
然
「
春
曉
」）
上
１
拍）
山
２
拍）石
徑
３
拍）斜
×
４
拍）
（
杜
牧
「
山
行
」）
感
は
、
明
ら
か
に
そ
の
變
相
バ
リ
ア
ン
トと
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
の
表
現
機
能
た
る
「
對
偶
性
」
自
體
が
相
對

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
「
對
偶
性
」
か
ら
生
す
る
第
二
の
表
現
機
能
「
整
合
性
」
が
相
對
さ
れ
る
の
は
當
然
で
あ
り
、
ま
た
從
っ
て
、
第
三
の
表
現
機
能
「
自
己
完
結
性
」
も
相
對
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、「
五
律
」
や
「
五
排
」
と
い
う
詩
型
は
、
例
え
ば
、「
細 、


、
風
岸
」
（
杜
甫
「
夜
書
懷
」
）、
「
白 、
馬

、
金
塞
」
（
李
白
「
塞
下
曲
、
其
四
」
）
の
よ
う
な
「
句
中
對
」
（
當
句
對
）
の
手
法
さ
え
も
時
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
も
、
や
は
り
一
句
單
位
で
は
「
對
偶
」
表
現
が
り
に
く
く
、
「
一
句
＝
四 、
拍
」
の
「
七
律
」
や
「
七
排
」
が
、
句
型
（
句
式
）
リ
ズ
ム
自
體
に
お
い
て
對
偶
	で
あ
る
の
と
は
、
大
き
な
相

が
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、「
五
排
」
の
實
作
は
、
た
と
え
、
さ
ら
に
二
句
・
四
句
・
六
句
・
八
句
…
…
と
對
句
を
加
し
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
根
本
	な
句
型
リ
ズ
ム
の
元
で
對
偶
性
が
相 、
對 、

、
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
首

體
と
し
て
の
自
己
完
結
性
も
お
の
ず
か
ら
相
對
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
對
句
の
さ 、
ら 、
な 、
る 、
添 、
加 、
が
、
必
ず
し
も
剩
な
對
偶
感
覺
を
感
じ
さ
せ
ず
、
從
っ
て
ま
た
、
一
首
體
と
し
て
も
、
自
己
完
結
感
の
う
え
に
さ
ら
に
自
己
完
結
感
を
重
ね
る
と
い
う
蛇
足
の
趣
き
を

け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
「
七
律
」
「
七
排
」
の
場
合
は
、
韻
律
の
根
幹
を
な
す
「
一
句
ご
と
の
拍
リ
ズ
ム
」
が
、
「
一
句
＝
四 、
拍
」
と
い
う
最
も
安
定
し
た
對
偶
	・
偶
數

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
「
風 、

、
天 、

、
猿
嘯
哀
×
、

、

、
沙 、
白 、
鳥
飛
廻
×
」
（
杜
甫
「
登
」
。
×
印
は
「
休
」
）
の
よ
う
に
、
一
句
部
で
の
完
璧
な
對
偶
表
現
（
句
中
對
・
當
句
對
）
を
作
る
こ
と
さ
え
も
、
き
わ
め
て
容
易
に
行
な
わ
れ
る
。
完
璧
な
句
中
對
の
上
句
と
下
句
と
が
、
よ
り
完
璧
な
對
句
（
對
偶
表
現
）
を
生
む
こ
と
は
、
こ
の
杜
甫
の
例
詩
に
も
明
ら
か
な
ご
と
く
當
然
の
現
象
と
言
え
よ
う
。
こ
の
た
め
、
「
七
律
」
や
「
七
排
」
は
、
「
五
律
」
「
五
排
」
の
場
合
の
よ
う
な
拍
リ
ズ
ム
の
奇
數
性
に
因
る
「
對
偶
性
の
抑
制
・
相
對
」
が
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
ず
、
「
對
句
」
の
加
は
そ
の
ま
ま
對
偶
性
の

・
對
」
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
「
七
律
」
と
い
う
詩
型
が
、
①
八
句
、
②
中
央
兩
對
同
士
の
對
偶
、
③
中
央
兩 、
對 、
を
軸
と
し
た
首
尾
兩 、
散 、
句 、
の
對
偶
」
と
い
う
完
璧
な
對
偶
性
（
從
っ
て
ま
た
完
璧
な
整
合
性
と
自
己
完
結
性
）
を
え
て
い
る
以
上
、
そ
こ
へ
更
に
排
律
の
件
と
し
て
「
七
言
排
律
」
不
行
の
原
因
―
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―
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二
句
・
四
句
・
八
句
…
…
と
對
句
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
は
、
「
對
偶
性
の
剩
」「
整
合
性
の
弛

」「
自
己
完
結
性
の
反
復
」
と
い
う
一
の
蛇
足
を
加
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
そ
れ
自
體
で
完
璧
に
自
己
完
結
し
て
い
る
七
律
心
象

を
、
再
度
・
三
度
と
自
己
完
結
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
詩
表
現
機
能
の
活
用
手
法
と
し
て
、
徒
勞
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
、
杜
甫
の
「
七
排
」
を
一
首
引
い
て
お
き
た
い
。
八
韻
、
十
六
句
。
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
季
春
、
杜
甫
四
十
七
	の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
題
鄭
十
八

作
丈
故
居
鄭 て
い十
八
（
鄭
虔
）

作
丈
の
故
居
に
題
す
臺
州
地
闊
冥
冥
臺
州
地
闊 ひ
ろく
し
て

冥
冥
た
り
雲
水
長
和
島
嶼

雲
水
長 と
ほく
島
嶼 し
よと
和
し
て
し
亂
後
故
人
雙
別

亂
後
に
し
て
故
人
は
雙 ふた
す
ぢの
別

春
深
逐
客
一
萍
春
深
く
し
て
逐
客
は
一 ひと
も
との
萍
酒
酣
懶
誰
相

酒
酣 たけ
な
はに
し
て
ふ
に
懶 もの
うき
も
誰
か
相
ひ

ひ
か
ん
詩
罷
能
吟
不
復
聽
詩
罷 や
ん
で
能
く
吟
ず
る
も
復
た
聽
か
れ
ず
第
五
橋
東
流
恨
水
第
五
の
橋
東
恨
を
流
す
水
皇
陂
岸
北
結
愁
亭
皇
陂 ひ
の
岸
北
愁
を
結
ぶ
亭
賈
生
對
傷
王
傅
賈
生
は

ふ
く
ろ
ふに
對
し
て
王
傅 ふ
た
る
を
傷 い
たみ
蘇
武
看
羊
陷
庭
蘇
武
は
羊
を
看
て
庭
に
陷
る
可
念
此
懷
直

念
ふ
可
し
此
の

直
を
懷 い
だき
也
霑
新
國
用
輕
刑
也 ま
た
新
國
（
新
）
の
輕
刑
を
用
ふ
る
に
霑 う
るほ
ふ
を
禰
衡
實

江

禰 で
い衡 か
うの
ご
と
く
實
に
る
江
（
の
災
）
に
ふ
を
方
朔
傳
是
星
方 は
う朔 さ
くの
ご
と
く
し
く
傳
ふ
是
れ
星
な
り
と
窮
巷
悄
然
車
馬

窮
巷
に
は
悄
然
と
し
て
車
馬
は
え
案
頭
乾
死
讀
書
螢
案
頭
に
は
乾
死
す
讀
書
の
螢
（『
杜
詩
詳
』
卷
六
）
對
句
の
名
手
杜
甫
の
「
七
排
」
と
し
て
、
こ
こ
に
詠
じ
ら
れ
た
七
言
對
偶
、
六
聯
十
二
句
は
、
さ
す
が
に
巧
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
わ
ず
か
六
聯
・
十
二
句
の
對
句
で
あ
り
な
が
ら
、
第
四
聯
「
賈
生
…
…
、
蘇
武
…
…
」
以
下
の
三
聯
・
六
句
に
は
、
す
で
に
、
上
の
「
七
排
」
の
短
處
が
、
傾
向
と
し
て
は
っ
き
り
窺
え
る
。
ま
し
て
、
こ
う
し
た
典
故
を
含
む
「
七
言
・
 體
聯
」
が
十
聯
・
十
四
聯
・
十
八
聯
…
…
と
續
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
86
い
た
場
合
の
縟
さ
（
剩
な
對
偶
感
覺
）
は
、
感
覺
に
も
論
理

に
も
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
詳
論
し
た
ご
と
く
（
７
）、
一
般
に
「
律
詩
」
と
い
う
詩
型
は
、「
駢
文
」「
駢
賦
」「
律
賦
」「
八
股
文
」
な
ど
對
偶
志
向
の

し
い
中
國
詩
文
の
文
體
の
中
に
あ
っ
て
も
、
と
り
わ
け
徹
底
し
た
對
偶
性
を
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
對
偶
觀
念
の
純
粹
形
式
」
と
呼
ぶ
の
に
相
應
し
い
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
「
七
言
律
詩
」
こ
そ
は
、
（
拍
リ
ズ
ム
の
四
拍
性
に
因
っ
て
）
よ
り
純
粹
に
そ
の
性
格
を
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
「
對
偶
觀
念
の
純
粹
形
式
」
と
は
、
詩
心
象
抒
	の

圖
の
元
で
言
え
ば
、
「
詩
イ
メ
ー
ジ
の
、
自
己
完
結
純
粹
形
式
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
に
自
己
完
結
性
を
最
も
純
粹
に
現
し
て
い
る
「
七
律
」
に
、
更
に
何
か
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
論
理
に
も
自
己
矛
盾
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
七
排 、
」
と
い
う
詩
型
が
自
立
・
定
の
	況
を
見
な
い
ま
ま
淘
汰
さ
れ
た
第
一
の
原
因
は
、
「
七
排
」
が
そ
の
詩
型
自
體
と
し
て
、
こ
う
し
た
自
己
矛
盾
を
含
む
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
と
斷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
七
言
古
體
詩
」
行
と
の
比
較
に
お
い
て
「
七
排
」
不
行
の
因
を
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
そ
の
有
力
な
傍
證
と
な
る
の
は
、「
七
言
古
體
詩 ＊
」
行
と
の
關
係
で
あ
る
。
＊
い
わ
ゆ
る
「
七
言
歌
行
」
が
そ
の
中
心
を
な
す
。
「
七
言
古
體
詩
」
（
七
古
）
は
、
「
一
句
七
言
＝
四
拍
」
の
句
が
多
數
續
す
る
と
い
う
點
で
、
ま
ず
リ
ズ
ム
の
基
本
性
格
と
い
う
點
で
は
、
「
七
言
排
律
」
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
か
つ
ま
た
、
例
え
ば
「
長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」
（
白
居
易
）、
「
代
悲
白
頭
」
（
劉
希
夷
）、
「
春
江

夜
」
（
張

）
等
の
よ
う
に
、
對
句
が
多
用
さ
れ
、
名
對
の
效
果
が
一
首
の
表
現
の
中
心
を
な
し
て
い
る
、
と
い
う
點
で
も
、
「
七
古
」
は
「
七
排
」
と
の
い
共
性
を
え
て
い
る
。
も
し
、
「
七
言
句
」
の
續
や
「
七
言
對
偶
」
の
續
が
そ
れ
自
體
で
蛇
足
や
自
己
矛
盾
を
生
む
と
す
れ
ば
、
「
七
言
古
詩
」
が
「
五
言
古
詩
」
や
「
雜
言
古
詩
」
と
竝
ん
で
古
體
詩
の

詩
型
の
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
理
解
し
が
た
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
や
は
り
、「
七
古
」
に
お
け
る
「
七
言
句
」
や
「
七
言
對
偶
」
が
「
七
排
」
の
そ
れ
の
よ
う
な
餘
剩
な
對
偶
性
を
付
加
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
因
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
七
古
の
七
言
句
は
、
た
と
え
對
句
で
あ
っ
て
「
七
言
排
律
」
不
行
の
原
因
―
對
偶
表
現
の
本
質
か
ら
―
（
松
浦
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も
、
古
體
詩
の
韻
律
で
あ
る
ゆ
え
に
、
韻
律
元
で
の
對
偶
性
が
抑
制
さ
れ
、
相
對
さ
れ
て
い
る
。
體
に
言
え
ば
、「
二
四
不
同
」「
二
六
對
」
「
粘
法
」
「
對
法
」
等
の
「
守
る
べ
き
條
件
」
か
ら
、
「
孤
」
「
孤
仄
」
「
下
三
」
等
の
「
け
る
べ
き
條
件
」
ま
で
、
「
	
、
體 、
詩
」
の
韻
律
を
支
え
る
も
の
は
「


仄
」
對
比
を
基
本
と
す
る
對
偶
性
に
他
な
ら
な
い
（
８
）。
こ
れ
に
對
し
て
「
古
體
詩
」
の
韻
律
は
、
「
對
偶
性
」
と
「
非
對
偶
性
」
の
自
在
な
混
在
を
基
と
す
る
「
雜 、
體 、
性
」
で
あ
り
、
從
っ
て
、
「
一
句
＝
四
拍
」
の
對
偶
リ
ズ
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
對
偶
性
は
韻
律
配
置
の
「
雜
體
性
」
に
よ
っ
て
し
く
抑
制
さ
れ
、
相
對
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
假
り
に
「
七
古
」
の
對
句
が
「
二
聯
四
句
」
「
四
聯
八
句
」
と
續
い
て
も
、
對
偶
感
覺
の
み
が
々
と
幅
し
て
ゆ
く
と
い
う
感
覺
は
生
ま
れ
に
く
い
。
第
二
に
、
「
七
古
」
は
、
句
數
に
關
し
て
は
く
自
由
な
、
い
わ
ば
「
準
定
型
」
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
從
っ
て
、
一
首
體
に
お
け
る
「
對
句
」
と
「
散
句
」
の
配
置
も
、
「
律
詩
」
に
お
け
る
よ
う
な
「
散
聯
對
聯
對
聯
散
聯
」
と
い
っ
た
「
對
偶
・
整
合
」
な
も
の
と
は
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
、「
七
古
」
は
「
換
韻
」
が
自
由
で
あ
り
、「
換
韻
」
に
よ
っ
て
韻 ひび
きと
詩
想
が
自
在
に
轉
換
さ
れ
る
た
め
、
か
り
に
「
對
對
對
對
」
や
「
散
對
對
散
」
の
對
偶
・
整
合
な
圖
が
生
ま
れ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
は
當
該
個
に
お
け
る
可
變
性
を
帶
び
た
對
偶
效
果
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
、
一
首
體
に
關
わ
る
剩
な
「
自
己
完
結
性
」
と
は
質
の
も
の
と
な
る ＊
。
＊
た
と
え
ば
「
長
恨
歌
」
第
三
段
に
は
、
梨
園
弟
子
白
髮
新
（
椒
阿
監
娥
老
」
夕
殿
螢
飛
思
悄
然
（
孤
燈
挑
盡
未
眠
遲
遲
鐘
鼓
初
長
夜
（
耿
耿
星
河
欲
天
」
鴛
鴦
瓦
冷
霜
重
（
翡
衾
誰
與
共
と
い
う
よ
う
に
、
容
に
共
性
を
も
つ
七
言
の
對
句
が
、
四
聯
八
句
に
わ
た
っ
て
續
す
る
。
し
か
し
、
二 、
回
の
換
韻
に
よ
っ
て
三 、
種
の
韻
字
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
整
合
性
や
自
己
完
結
性
は
し
く
抑
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
點
を
因
と
し
て
、
「
七
古
」
に
お
け
る
七
言
句
の
續
は
、
「
七
排
」
に
お
け
る
七
言
句
の
續
と
は
質
の
性
格
、
す
な
わ
ち
、
「
對
偶
性
・
整
合
性
・
自
己
完
結
性
」
が
抑
制
さ
れ
た
、
多
樣
な
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
88
性
格
、
を
え
て
い
る
こ
と
が
確
さ
れ
る
。
假
り
に
「
長
恨
歌
」
一
二
〇
句
が
、「
換
韻
な
し
」
の
「
律
體
詩
句
」
に
よ
っ
て
、「
首
尾
二
聯
以
外
は
部
對
句
」
と
い
う
「
七
言
排
律
」
の
形
式
で
作
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
い
か
に
「
七
言
リ
ズ
ム
」
と
「
對
句
表
現
」
の
名
手
た
る
白
居
易
の
力
作
で
あ
る
に
せ
よ
、
い
や
力
作
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
に
そ
の
縟
に
し
て
均
質
な
對
句
の
續
は
、
讀
に
厭
煩
と

怠
の
氣
分
を
生
ま
せ
ず
に
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。「
春
風
桃
李
	開
夜
、
秋
雨
梧
桐


時
」
の
さ
り
氣
な
い
名
對
も
、
後
の
散
句
と
非
整
合
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
對
句
と
し
て
の
魅
力
と
切
れ
味
を
し
て
い
る
の
で
あ
る ＊
。
＊
こ
の
點
は
、
「
駢
文
」
中
の
名
對
の
續
が
、
し
ば
し
ば
相
互
に
そ
の
印
象
を
相
し
あ
う
の
に
對
し
て
、
「
古
文
」
中
の
少
數
の
對
句
が
多
數
の
散
句
と
の
對
比
に
お
い
て
し
ば
し
は
い
對
偶
效
果
を
生
み
出
す
の
と
、
共
の
現
象
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
結
語
思
え
ば
、「
七
言
排
律
」
と
い
う
詩
型
は
、「
五
言
排
律
」
と
の
相
補
性
（
「
排
律
」
の
相
補
性
）
か
ら
見
て
も
、
「
七
言
律
詩
」
と
の
相
補
性
（
「
七
言
律
體
」
の
相
補
性
）
か
ら
見
て
も
、
「
排
律
形
式
」
と
「
七
言
律
體
リ
ズ
ム
」
の
可
能
性
を
幅
す
る
詩
型
と
し
て
、
當
然
、
生
み
出
さ
れ
る
べ
き
必
然
性
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
實
に
は
、
杜
甫
「
題
鄭
十
八
作
丈
故
居
」
（
『
詳
』
卷
六
）
や
、
白
居
易
「
泛
太
湖
、
書
事
、
寄
之
」
（
『
後
集
』
卷
七
）、
杜
牧
「
東
兵
長
句
、
十
韻
」
（
『
樊
川
詩
集
』
卷
二
）
な
ど
、
幾
首
か
の
比
較

名
な
作
例
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
と
ま
っ
た
作
品
を
の
こ
し
て
い
な
い
。
そ
の
作
例
の
乏
し
さ
は
、
「
六
言
句
」
の
乏
し
さ
と
比
べ
て
も
、
さ
ら
に
乏
し
い
水
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
つ
い
に
定
し
得
な
か
っ
た
こ
の
詩
型
の
存
在
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
「
對
偶
表
現
」
と
い
う
も
の
の
長
處
と
短
處
を
、
改
め
て
考
察
・
識
さ
せ
る
だ
け
の
問
題
提
力
を
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
從
來
の
中
國
の
詩
話
で
は
、
こ
の
問
題
提
を
正
面
か
ら
受
け
と
め
た
立
論
は
見
ら
れ
な
い
。
ら
く
は
、
作
詩
と
讀
詩
の
體
驗
の
な
か
に
、「
對
偶
性
の
剩
」「
自
己
完
結
機
能
の
再
演
・
再
々
演
」
と
い
っ
た
蛇
足

素
を
感
に
感
じ
と
り
、
そ
の
實
感
に
よ
っ
て
自
然
な
擇
・
淘
汰
が
行
な
わ
れ
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
、
中
 以
來
一
千
年
を
超
え
る
擇
・
淘
汰
の
!史
を

"し
得
る
わ
れ
わ
れ
の
#點
か
ら
言
え
ば
、
「
對
偶
」
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
本
質
と
し
て
、
必
然
に
「
整
合
」
「
自
己
完
結
」
な
表
現
を
生
む
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
完
璧
な
$功
「
七
言
排
律
」
不
%行
の
原
因
―
對
偶
表
現
の
本
質
か
ら
―
（
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例
と
し
て
「
七
律
」
の
行
が
存
在
し
、
剩
な
失
敗
例
と
し
て
「
七
排
」
が
存
在
し
た
と
い
う
事
實
關
係
を
、
こ
こ
で
客

・
史
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
事
實
關
係
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
標
題
の
論
點
に
立
ち
っ
て
言
え
ば
、
功
例
と
し
て
の
「
七
律
」
の
行
も
、
失
敗
例
と
し
て
の
「
七
排
」
の
淘
汰
も
、
と
も
に
、
「
對
偶
表
現
」
の
本
質
が
Ａ
對
Ｂ
の
整
合
對
比
に
よ
る
「
表
現
と
し
て
の
自
己
完
結
機
能
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
の
	體
な
事
例
と
し
て
、
文
學
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
一

を
め
て
言
え
ば
、
「
律
詩
」
と
相
互
に
補
完
し
あ
う
「
句
」
形
式
が
、
「
單
一
性
」
↓「
在
性
」
↓「
對
他
性
＝
非 、
自
己
完
結
性
」
を
一
の
表
現
機
能
と
し
て
	え
つ
つ
、
文
學
史

に
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
必
然
性
も
、
せ
て
こ
こ
に
明
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
對
偶
表
現
」
の
長
處
と
短
處
が
「
律
詩
」「
排
律
」
と
い
う
詩
型
に
集
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
と
對
照
な
長
處
・
短
處
を
も
つ
「
句
」
と
い
う
詩
型
が
、
相
補
に
必
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
律
詩
」
の
も
つ
「
額
の
名
畫
」
な
完
結
の
美
と
、
「
句
」
の
も
つ
「
短
册
の
點
」
な
餘
韻
・
餘
（
未
完
結
）
の
美
は
、「
對
句
」
を
必
須
と
す 、
る 、
詩
型
と
し 、
な 、
い 、
詩
型
と
の
相
補
性
を
、
鮮
か
に
示
し
て
い
る
。
「
七
排
」
の
形
と
被
淘
汰
の
必
然
性
も
、
ま
さ
に
、
對
偶
表
現
の
本
質
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
が
確
さ
れ
よ
う
。

（
１
）
參
照
：「
中
國
詩
歌
・
形
態
一
覽
表
」（
松
浦
友
久
『
中
國
詩
歌
原
論
比
較
詩
學
の
題
に
し
て
』
二
八
二
頁
收
。
大
修
書
店
、
一
九
八
六
年
。
中
國
語
版
『
中
國
詩
歌
原
理
』
孫
昌
武
・
鄭
天
剛
譯
、


育
出
版
、
一
九
九
〇
年
）。
（
２
）
參
照
：
（
１
）

『
中
國
詩
歌
原
論
』
〔
五
、
詩
と
リ
ズ
ム
〕
「
中
國
古
典
詩
の
リ
ズ
ム
」
第
 章
「
六
言
詩
」。
（
３
）
（
１
）

書
〔
七
、
詩
と
詩
型
〕
「
中
國
古
典
詩
に
お
け
る
詩
型
と
表
現
機
能
」
第
!章
「
律
詩
各
論
」。
（
４
）
參
照
：
松
浦
「
對
偶
表
現
の
本
質
先
行
"
#と
の
比
較
に
お
い
て
」（『
文
$論
叢
』
第
四
十
二
號
、
大
谷
大
學
文
$學
會
、
一
九
九
四
年
三
%）。
（
５
）
參
照
：
（
４
）

論
文
第
!章
。
（
６
）
參
照
：
&、
（
２
）

論
文
「
中
國
古
典
詩
の
リ
ズ
ム
」
第
!
章
「
五
言
詩
」
、
'、
松
浦
「
五
言
詩
の
基
(リ
ズ
ム
は
何
拍
子
か
・言
語
リ
ズ
ム
・
と
・樂
曲
リ
ズ
ム
・
」（『
中
國
文
學
)究
』
第
二
十
期
、
一
九
九
四
年
十
二
%、
早
大
中
國
文
學
會
）。
ち
な
み
に
、「
五
言
詩
」
を
「
四
拍
子
」
だ
と
す
る
少
數
の
論
*は
、
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
90
い
ず
れ
も
、
歌
唱
・
詠
誦
さ
れ
る
際
の
樂 、
曲 、

、
さ 、
れ 、
た 、
五
言
詩
の
リ
ズ
ム
を
、
詩
歌
本
來
の
「
言
語
の
リ
ズ
ム
」
と
混
同
し
て
論
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
詩
リ
ズ
ム
論
と
し
て
は
、
單
純
な
手
續
上
の
り
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
樂
曲
の
リ
ズ
ム
」
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
詩
句
は
「
樂 、
譜 、
も
し
く
は
曲 、
調 、
」
の 、
指 、
定 、
に 、
從 、
っ 、
て 、
「
三
拍
子
」
に
も
「
四
拍
子
」
に
も
歌
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
「
言
語
自
體
の
リ
ズ
ム
」
に
基
づ
く
「
詩
リ
ズ
ム
」
と
は
、
明
確
に
元
を
に
す
る
。
例
え
ば
、
文
部
省
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
（
兎
い
し
か
の
山
）
が
、
「
言
語
リ
ズ
ム
」
の
元
で
は
「
三

	一
拍
」
の
「
四
拍
子
」
で
あ
り
な
が
ら
、
樂
曲
（
唱
歌
）
リ
ズ
ム
と
し
て
は
明
確
な
「
三
拍
子
」
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
分
か
り
や
す
い
ケ
ー
ス
と
言
え
よ
う
。
「
五
言
詩
四 、
拍
子
」
論
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
特
に

（
６
）


論
文
を
參
照
。
（
７
）
參
照
：

（
１
）

書
〔
六
、
詩
と
對
句
〕
「
中
國
古
典
詩
に
お
け
る
對
偶
の
相
」
第
（
十
一
）
章
「
結
語
」。
（
８
）
參
照
：

（
７
）

論
文
第
章
「
詩
體
」。
「
七
言
排
律
」
不
行
の
原
因
―
對
偶
表
現
の
本
質
か
ら
―
（
松
浦
）
91
